
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利
、
通

学
の
保
障
あ
っ
て
こ
そ

　

安
全
な
登
下
校
は
校
内
で
の
学
び

と
と
も
に
重
要
で
す
。
多
摩
市
で
は
、

通
常
級
よ
り
も
広
い
区
域
か
ら
通
学

し
て
い
る
特
別
支
援
学
級
の
子
ど
も

た
ち
に
は
、「
特
別
支
援
教
育
就
学
奨

励
費
制
度
」（
交
通
費
の
補
助
）
が
あ

り
、
経
済
面
で
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し「
難
聴
」や「
言
語
障
害
」の
通

級
指
導
学
級
へ
の
通
学
に
は
保
護
者

が
付
き
添
い
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
交
通
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

広
い
学
区
か
ら
通
う
特
別
支
援
学
級

の
保
護
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、

義
務
教
育
に
も
関
わ
ら
ず
経
済
的
な

負
担
は
小
さ
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

使
え
る
生
徒
が
い
な
い
制
度
？

　

昨
年
4
月
、
市
内
の
不
登
校
生
徒

を
対
象
と
し
た
「
あ
た
ごspace

」
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
公
共
交

通
で
通
学
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

し
か
し
経
済
的
理
由
が
認
め
ら
れ
る

家
庭
に
は
就
学
援
助
制
度
が
使
え
る

と
言
う
一
方
、
市
の
支
給
要
件
は
通

学
距
離
が
６
km
以
上
。
多
摩
市
の
広

さ
で
は
、
こ
の
制
度
を
使
え
る
生
徒

が
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

私
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
も
な
い
子

も
混
ざ
り
合
っ
て
地
域
の
学
校
で
学

ぶ
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
が
、
子
ど

も
の
本
来
の
意
味
で
の
学
ぶ
権
利
の

保
障
と
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
も
最
低
限
、
通
学
の
保
障
は

不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

既
に
あ
る
街
を
冷
や
す
仕
掛
け
、

も
っ
と
活
か
そ
う

　

異
常
な
暑
さ
は
、
今
や
私
た
ち
の

命
や
健
康
を
脅
か
す
レ
ベ
ル
。
私
た

ち
は
地
球
温
暖
化
対
策
と
と
も
に

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
も
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
は
市
の
取
り
組

み
が
効
果
に
直
結
し
ま
す
。
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
区
の
公
園
や
緑
地
、
既
存

地
域
の
河
川
や
水
田
、
用
水
路
と

い
っ
た
特
徴
あ
る
冷
熱
源
に
今
こ

そ
注
目
す
べ
き
で
す
。
改
定
中
の
都

市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン

に
明
記
す
べ

き
と
質
し
ま

し
た
。

闇
バ
イ
ト
か
ら
若
者
を
守
る
た

め
の
基
礎
自
治
体
の
役
割
と
は

　

多
摩
市
は
２
年
前
に
子
ど
も
・
若

者
の
権
利
を
保
障
す
る
条
例
を
制
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
前
文
に
、「
私

た
ち
は
、
子
ど
も
・
若
者
の
抱
え
る

困
難
を
い
ち
早
く
見
つ
け
、
そ
の
状

況
や
意
思
に
寄
り
添
い（
中
略
）支
援

を
行
い
ま
す
。」と
あ
り
ま
す
。昨
今
、

闇
バ
イ
ト
に
若
者
が
手
を
染
め
る
多

く
の
事
件
報
道
か
ら
多
摩
市
の
若
者

は
無
関
係
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
感

じ
ま
す
。

　

警
察
は
、
被
害
者
を
出
さ
な
い
た

め
に
も
、
若
者
が
闇
バ
イ
ト
に
手
を

染
め
る
こ
と
へ
の
防
止
策
と
し
て
、

「
闇
バ
イ
ト
は
犯
罪
」と
の
フ
レ
ー
ズ

を
社
会
に
浸
透
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
基
礎
自
治
体
の
首
長
で
あ
る

阿
部
市
長
も
「
バ
イ
ト
で
は
な
い
犯

罪
だ
と
言
う
必
要
が
あ
る
」
と
答
弁

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？
市
民
の
た
め
に
、
公
共

の
福
祉
を
担
う
基
礎
自
治
体
は
警
察
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市
議
会
議
員

岸
田
め
ぐ
み

市
議
会
議
員

岩
崎
み
な
こ

で
は
な
い
の
で
す
。

　

困
窮
し
た
現
状
を
な
ん
と
か
し
た

く
て
、
割
の
い
い
バ
イ
ト
を
求
め
た

結
果
、
信
じ
て
し
ま
う
程
、
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
る
若
者
を
、
条
例
に
あ

る
よ
う
に
本
気
で
市
が
寄
り
添
い
支

援
す
る
な
ら
、
彼
ら
に
、
犯
罪
だ
、

逮
捕
さ
れ
る
、
と
伝
え
る
よ
り
も
必

要
な
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
彼
ら

の
恐
怖
に
寄
り
添
い
、
可
能
な
方
法

の
選
択
肢
を
広
げ
、
上
手
く
い
か
な

か
っ
た
と
き
は
別
の
選
択
肢
を
一
緒

に
考
え
る
伴
走
型
支
援
を
周
知
す
る

こ
と
に
力
点
を
お
い
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

何
故
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

で
あ
る
べ
き
な
の
か
？

　

私
た
ち
は
、
学
校
以
外
の
公
共
施

設
、
公
共
交
通
、
商
業
施
設
等
で
は
、

障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
共
生
し

て
い
ま
す
。
互
い
を
理
解
し
あ
え
る

力
を
育
む
場
所
が
子
ど
も
時
代
を
過

ご
す
、
子
ど
も
の
社
会
で
あ
る
学
校

生
活
で
す
。
そ
こ
で
は
、ぶ
つ
か
り
、

助
け
合
う
中
、
当
然
、
友
達
が
出
来

ま
す
。
そ
の
友
達
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

と
な
り
、そ
の
記
憶
を
基
に
優
し
い
、

共
生
社
会
を
構
築
で
き
る
の
で
す
。

今
の
多
摩
市
の
分
離
し
た
学
校
環
境

で
は
残
念
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
は

多
様
な
友
達
は
持
て
な
い
の
で
す
。



　

1
0
3
万
円
の
「
年
収
の
壁
」
が
1
2
3
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
ら
、
パ
ー
ト
の
主
婦
の

手
取
り
が
増
え
、
年
末
調
整
で
の
働
き
控
え
が

な
く
な
り
人
手
不
足
も
解
消
さ
れ
る
…
。
で
も
、

こ
れ
は
本
当
に
女
性
の
た
め
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
「
年
収
の
壁
」
と
は
、
そ
れ
を
超
え
る

と
、
給
与
所
得
者
の
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
パ
ー
ト
の
主
婦
の
税
金
や
社
会
保
険
料

の
優
遇
措
置
が
な
く
な
る
境
目
の
年
収
の

こ
と
。
1
0
3
万
・
1
0
6
万
・
1
3
0
・

1
5
0
万
・
2
0
1
万
円
の
「
壁
」
が
あ
り
ま
す

が
、「
年
収
の
壁
」
以
内
で
働
く
こ
と
で
優
遇
措

置
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、「
配
偶
者
特
別
控
除
」

「
第
3
号
被
保
険
者
」
制
度
が
あ
る
か
ら
で
す
。

■
「
配
偶
者
特
別
控
除
」
と
は

　

パ
ー
ト
の
主
婦
の
年
収
が
1
5
0
万
円
以
内

な
ら
、「
配
偶
者
特
別
控
除
」
が
適
用
さ
れ
て

夫
は
税
金
が
安
く
な
っ
て
手
取
り
が
増
え
、
世

帯
全
体
の
収
入
が
増
え
ま
す
。
1
9
6
1
年

の
「
配
偶
者
控
除
」
創
設
時
に
は
1
0
3
万
円
、

1
9
8
7
年
の
「
配
偶
者
特
別
控
除
」
創
設
で

1
3
0
万
円
、
そ
の
後
の
引
き
上
げ
で
、
今
は

1
5
0
万
円
を
超
え
て
も
2
0
1
万
円
以
内
な

ら
満
額
で
は
な
い
が
配
偶
者
特
別
控
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
。「
配
偶
者
控
除
」
や
「
配
偶
者
特
別

控
除
」
が
で
き
た
の
は
「
妻
の
座
を
高
め
」「
内

助
の
功
に
対
す
る
特
別
の
計
ら
い
」
か
ら
で
す
。

■
「
第
3
号
被
保
険
者
」
制
度
と
は

　

会
社
員
や
公
務
員
の
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

妻
が
「
第
3
号
被
保
険
者
」。
年
収
1
3
0
万

円
以
下
な
ら
、
保
険
料
を
払
わ
な
く
て
も
年
金

に
加
入
で
き
ま
す
。
1
9
8
5
年
、
高
齢
化
が

進
む
中
で
「
家
族
は
福
祉
の
含
み
資
産
」「
お
年

寄
り
の
お
世
話
は
誰
が
す
る
ん
だ
」
と
、
介
護

の
ご
褒
美
と
し
て
導
入
。
そ
の
後
の
改
正
で
、

今
は
従
業
員
51
名
以
上
の
企
業
で
働
く
年
収

1
0
6
万
円
以
上
な
ら
保
険
料
負
担
が
発
生
し

ま
す
が
、
導
入
時
に
は
、「
こ
の
制
度
は
専
業
主

婦
優
先
で
、
単
身
や
共
働
き
で
働
い
て
い
る
女

性
・
自
営
業
や
農
家
な
ど
の
妻
に
は
適
用
さ
れ

な
く
て
不
公
平
。
税
制
や
社
会
保
険
制
度
は
世

帯
単
位
で
は
な
く
個
人
単
位
に
す
べ
き
」
と
の

反
対
の
声
が
女
性
た
ち
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
年
収
の
壁
」
が
引
き
上
げ
ら
れ
世
帯
全
体
の

収
入
が
増
え
た
と
し
て
も
、
今
の
ま
ま
で
家
庭

内
の
男
女
平
等
は
実
現
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

単
身
で
働
く
女
性
、
共
稼
ぎ
、
自
営
業
者
の
妻

と
の
公
平
性
は
？
女
性
の
経
済
的
自
立
を
遠
ざ

け
て
い
る
の
で
は
？
男
も
女
も
働
き
、
家
事
・

育
児
・
介
護
を
と
も
に
担
い
、
税
も
社
会
保
障

も
世
帯
単
位
で
な
く
個
人
単
位
に
す
る
こ
と
か

ら
男
女
平
等
は
実
現
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。	

 

落
合　

保
田
千
世

「
年
収
の
壁
」の
引
き
上
げ
は

女
性
の
た
め
に
な
る
の
？

　昨年の10月11日、多摩ネットの福祉部会で
府中市住吉町の「みんなの居場所～まちの縁が
わテラッツァ」を見学しました。関戸橋を渡っ
て200メートルくらいの場所です。
　テラッツァは2021年5月、メンバー５人の共
同出資で運営を始めた可愛いお店。おにぎり、

カレー、マフィン等の軽食と、ちょっとした困り
ごとの相談やお手伝い、月に一回のこども食堂と
いった幅広い活動に加え、ボックスを貸し出して
の手作り作品の販売など、地域の皆さんの活動拠

点にもなってい
ます。この日は
美味しい定食
とコーヒーをい
ただき楽しい時
間を過ごしまし
た。

　福祉部会で
は、多摩市にも
ホッとできる誰
でもが気軽に集
える居場所、た
まり場を作りた
いと思っていま
す。いろいろなアイディ
アを出しながら、少し遠
くでも行ってみたいなと
思えるような場所…。ま
ずは場所探しからですが。
　静かでのんびりした時
間が流れるテラッツァ。
散歩がてら、皆さんも出かけてみてはいかがでしょ
うか。	 福祉部会　野宮和子

みんなの居場所～まちの縁がわテラッツァを見学しました行
っ
て
き
ま
し
た

多摩・生活者ネットワークでは会員が3つのテーマ（教育・福祉・環境）に沿って学習・調査等の活動をしています。ご興味のある方、ご一緒にいかがですか。


